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間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準
拠
法

｜
｜
二

O
O二
年
E
U
指
令
、

U
C
C
及
び
ハ

l
グ

条
約
草
案
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
｜
｜

北

坂

尚

洋

は

じ

め

に

現
在
、
株
式
や
社
債
と
い
っ
た
有
価
証
券
の
取
引
で
は
、
証
券
の
権
利
譲
渡
や
担
保
設
定
に
お
い
て
、
実
際
に
証
券
を
交
付
す
る
こ

と
は
行
わ
れ
ず
、
口
座
へ
の
記
載
に
よ
っ
て
権
利
の
移
転
を
行
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
証
券
は
一
定
の
機
関
に
保
管

さ
れ
て
お
り
、
投
資
家
は
、
証
券
会
社
や
保
管
振
替
機
関
と
い
っ
た
口
座
管
理
機
関
を
通
し
て
、
間
接
的
に
証
券
を
保
有
す
る
に
す
ぎ

な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
際
取
引
に
お
い
て
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
譲
渡
や
担
保
設
定
を
確
定
的
に
行
う
た
め

に
は
、
ど
こ
の
国
の
法
が
定
め
る
要
件
を
満
た
せ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
る
間

接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
国
際
取
引
を
安
全
・
円
滑
に
行
う
た
め
に
も
、
権
利
関
係
に
つ
い
て
明
確
な
準
拠
法
を
定
め
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
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ハ
l
グ
国
際
私
法
会
議
で
は
、
現
在
、
間
接
保
有
さ
れ
た
証
券
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
の
作
成
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
わ
が
国

で
も
、
二

O
O二
年
二
月
一
三
日
に
、
「
証
券
の
間
接
保
有
の
準
拠
法
に
関
す
る
諮
問
」
（
諮
問
第
五
十
七
号
）
が
法
務
大
臣
か
ら
発
せ

ら
れ
、
法
務
省
の
法
制
審
議
会
に
間
接
保
有
証
券
準
拠
法
部
会
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
部
会
で
は
、
間
接
保
有
さ
れ
た
証
券

の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ

l
グ
条
約
の
内
容
や
そ
の
批
准
の
要
否
等
に
つ
い
て
、
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
E
U指
令
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
立
法
や
ハ
！
グ
条
約
草
案
を
取

り
上
げ
な
が
ら
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準
拠
法
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、

株
式
や
社
債
と
い
っ
た
有
価
証
券
の
間
接
保
有
制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
（
二
）
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準

拠
法
に
関
す
る
わ
が
国
の
学
説
や
判
例
を
整
理
し
た
上
で
（
三
）
、

E
U
の
指
令
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
立
法
、
及
び
、

ハ
l
グ
条
約
草

案
で
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
（
四
・
五
エ
ハ
）
。

証
券
の
間
接
保
有
制
度
に
つ
い
て

1 

証
券
の
間
接
保
有
制
度
の
仕
組
み

現
在
、
わ
が
国
の
有
価
証
券
取
引
で
は
、
取
引
の
簡
易
化
・
迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、
証
券
を
圏
内
や
海
外
の
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム

（

2）
 

の
運
営
者
に
渡
し
、
証
券
自
体
は
市
場
に
出
な
い
よ
う
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
①
投
資
家
、
②
多
数
の
投
資
家
か
ら
証
券

を
預
か
る
業
者
（
例
え
ば
、
証
券
会
社
）
、
③
さ
ら
に
証
券
を
預
か
っ
て
、
証
券
を
保
管
す
る
業
者
（
保
管
振
替
機
関
）
が
階
層
構
造

を
な
し
て
存
在
す
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
投
資
家
（
①
）
の
口
座
が
証
券
会
社
（
②
）
に
、
証
券
会
社
（
②
）
の
口
座
が
保
管
振
替
機

関
（
③
）
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
証
券
の
権
利
譲
渡
や
担
保
設
定
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
権
利
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
の

口
座
に
記
載
し
、
数
量
の
変
更
や
支
払
決
済
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
の
下
で
、
投
資
家
は
証
券
を
直
接
保
有
せ
ず
、
証
券
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会
社
や
保
管
振
替
機
関
と
い
っ
た
口
座
管
理
機
関
を
通
し
て
、
証
券
を
間
接
的
に
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

証
券
の
振
替
決
済
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

D
T
C
や
ベ
ル
ギ
ー
の
ユ

l
ロ
ク
リ
ア
の
よ
う
に
世
界
中
で
行
わ
れ
て
お
り
、
わ
が
国

で
も
、
株
券
等
の
保
管
振
替
制
度
や
国
債
振
替
決
済
制
度
に
基
づ
く
振
替
決
済
が
行
わ
れ
て
い
る
。
証
券
が
発
行
さ
れ
た
有
価
証
券
に

つ
い
て
は
事
後
的
に
振
替
決
済
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
発
行
時
か
ら
証
券
決
済
の
利
用
を
予
定
し
、
証
券
と
し
て
は
一
枚

（
大
券
〔
包
O

一E
Z
0
8〕
）
だ
け
を
発
行
し
た
り
、
証
券
を
発
行
し
な
い
ま
ま
、
当
初
か
ら
振
替
決
済
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

2 

間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
に
関
す
る
法
的
構
成

こ
の
よ
う
に
有
価
証
券
が
間
接
保
有
さ
れ
る
場
合
、
証
券
を
預
け
た
寄
託
者
（
例
え
ば
、
投
資
家
）
が
証
券
を
預
か
っ
た
受
寄
者

（
例
え
ば
、
証
券
会
社
）
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
法
的
構
成
と
し
て
は
、
寄
託
者
が
単
に

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

証
券
を
受
寄
者
に
預
け
、
特
定
の
証
券
に
つ
い
て
寄
託
者
が
権
利
を
保
有
し
続
け
る
「
単
純
寄
託
」
の
ほ
か
、
わ
が
国
で
は
、
「
混
蔵

寄
託
」
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
（
例
え
ば
、
株
式
等
の
保
管
及
び
振
替
に
関
す
る
法
律
二
三
条
）
。

混
蔵
寄
託
と
は
、
寄
託
者
が
受
寄
者
に
対
し
て
、
そ
の
所
有
権
を
移
転
す
る
こ
と
な
く
保
管
を
委
託
し
、
受
寄
者
に
お
い
て
は
、
こ

れ
を
他
の
同
種
の
受
寄
物
と
混
合
し
て
保
管
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
返
還
の
場
合
、
受
託
者
は
寄
託
者
に
対
し
て
、
特
定
の
証

券
そ
の
も
の
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
受
託
者
は
同
種
・
同
量
を
返
還
す
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
混
蔵

（

3）
 

寄
託
に
お
い
て
、
各
寄
託
者
は
、
寄
託
さ
れ
た
証
券
に
対
し
て
共
有
し
て
権
利
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準
拠
法
に
関
す
る
わ
が
国
の
学
説
・
判
例

間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
が
取
引
さ
れ
る
際
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
が
国
際
取
引
に
お
い
て
権
利

譲
渡
さ
れ
た
り
、
こ
の
有
価
証
券
に
担
保
が
設
定
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
権
利
譲
渡
や
担
保
設
定
を
確
定
的
に
行
う
た
め
の
準
拠
法
は
、

（阪大法学） 52 (3・4-353)901〔2002.11〕



ど
こ
の
国
の
法
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
わ
が
国
の
学
説
と
判
例
を
整
理
し
て
み
る
。

0
4
 
nu 

一
般
に
有
価
証
券
の
権
利
譲
渡

α。，
“

の
成
立
及
び
効
力
（
第
三
者
に
対
す
る
効
力
も
含
め
て
）
に
つ
い
て
は
、
有
価
証
券
に
は
債
権
が
化
体
し
、
そ
の
譲
渡
は
証
券
と
切
り

ω

（

4
）

ゆ

離
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
動
産
と
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
、
証
券
所
在
地
法
に
よ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
引a
－
 

権
利
譲
渡
の
原
因
行
為
で
あ
る
契
約
の
準
拠
法
と
は
別
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
も
単
純
に
、
「
有
。

（

5
）

沼

価
証
券
」
で
あ
る
と
法
性
決
定
す
る
と
、
上
述
の
立
場
か
・
り
す
れ
ば
、
そ
の
権
利
譲
渡
は
証
券
所
在
地
法
に
よ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日学法大阪

1 

学

説

わ
が
国
に
は
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
準
拠
法
に
関
す
る
直
接
の
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、

2 

仙
台
高
裁
秋
田
支
部
平
成
一
二
年
一

O
月
四
日
判
決

間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準
拠
法
が
問
題
と
な
っ
た
わ
が
国
の
判
例
と
し
て
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ユ

l
ロ
ク
リ
ア
に

保
管
さ
れ
た
ワ
ラ
ン
ト
（
新
株
引
受
権
）
の
権
利
譲
渡
の
成
立
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
仙
台
高
裁
秋
田
支
部
平
成
一
二
年
一

O
月
四

日
判
決
（
金
商
一
一

O
六
号
四
七
頁
）
が
あ
る
。
こ
の
事
件
の
事
実
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

X
（
個
人
投
資
家
・
日
本
人
）
は
、

Y
（
証
券
会
社
・
日
本
法
人
）
と
の
間
で
、
外
国
証
券
取
引
口
座
設
定
約
諾
書
を
取
り
交
わ
し
、

外
国
証
券
の
売
買
注
文
を
外
国
の
有
価
証
券
市
場
に
取
り
次
ぐ
取
引
及
び
外
国
証
券
の
日
本
国
内
に
お
け
る
店
頭
取
引
を
行
う
旨
の
契

約
を
締
結
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
X
Y聞
の
外
貨
建
て
の
ワ
ラ
ン
ト
（
発
行
会
社
は
日
本
法
人
）
の
売
買

契
約
で
、

X
は
約
九
八
九
六
万
円
の
損
失
を
被
っ
た
。
そ
こ
で
、

X
は
、
契
約
の
無
効
の
ほ
か
、
ワ
ラ
ン
ト
の
権
利
譲
渡
に
は
商
法
三
四

一
条
の
一
四
に
よ
り
一
件
一
件
の
取
引
に
つ
い
て
ワ
ラ
ン
ト
の
引
渡
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
そ
の
よ
う
な
引
渡
が
な
く
権
利
が

移
転
し
て
お
ら
ず
、
本
件
契
約
の
債
務
不
履
行
で
あ
る
と
主
張
し
、
契
約
解
除
と
損
失
と
な
っ
た
約
九
八
九
六
万
円
の
返
還
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
仙
台
高
裁
秋
田
支
部
平
成
一
二
年
一

O
月
四
日
判
決
は
、
原
審
で
あ
る
山
形
地
裁
酒
田
支
部
平
成
一
一
年
一
一
月



（

7）
 

一
一
日
判
決
（
金
商
一

O
九
八
号
四
五
頁
）
の
多
く
の
部
分
を
引
用
し
な
が
ら
、
原
審
と
同
様
に

X
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
と
結
論

し
て
、

X
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。

X
か
ら

Y
に
寄
託
さ
れ
た
本
件
ワ
ラ
ン
ト
は
、

Y
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
る
ユ

l
ロ
ク
リ
ア
に
再
寄
託

さ
れ
、

ユ
ー
ロ
ク
リ
ア
に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、
裁
判
に
お
い
て
、

Y
は
、
本
件
売
買
契
約
の
債
務
不
履
行
等
の
準
拠
法
と
し
て
選

択
的
に
、
ワ
ラ
ン
ト
が
保
管
さ
れ
て
い
る
ユ
！
ロ
ク
リ
ア
の
所
在
地
法
た
る
ベ
ル
ギ
ー
法
の
適
用
を
主
張
し
た
。
準
拠
法
の
決
定
と
そ

の
準
拠
法
の
適
用
結
果
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

一
「
本
件
の
争
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
前
提
と
し
て
、
日
本
国
又
は
ベ
ル
ギ
ー
国
（
本
件
ワ
ラ
ン
ト
を
表
章
す
る
有
価
証
券
の
保
管
場
所
と
さ

れ
て
い
る
ユ
l
ロ
ク
リ
ア
の
所
在
地
）
の
い
ず
れ
の
法
律
に
準
拠
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。

X
の
本
訴
請
求
は
、
本
件
売
買
契
約
の
無
効

又
は
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
契
約
解
除
を
原
因
と
す
る
債
権
的
請
求
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
争
点
で
あ
る
契
約
の
効
力
及
び
解
除
の
成
否
に
つ

い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
準
拠
法
は
、
第
一
次
的
に
契
約
当
事
者
の
意
思
に
よ
り
定
ま
る
も
の
と
解
さ
れ
る
（
法
例
七
条
一
項
）
。
こ
れ
を
本

件
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
売
買
契
約
に
先
立
ち
、

X
－

Y
聞
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
外
国
証
券
取
引
口
座
設
定
約
諾
書
：
：
：
に
は
、
右
事
項

に
関
す
る
準
拠
法
を
明
示
し
た
規
定
は
な
い
が
、
同
約
諾
書
の
一
三
条
三
号
に
、
外
国
有
価
証
券
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
は
、
当
該
売
買
等

の
行
わ
れ
た
国
の
諸
法
令
及
び
慣
行
に
従
う
旨
の
規
定
が
あ
る
ほ
か
、
本
件
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
、
代
金
の
決
済
が
行
わ
れ
た
場
所
は
日

本
国
で
あ
り
、

X
の
住
所
地
及
び
Y
の
本
店
所
在
地
も
日
本
国
で
あ
る
上
、
本
件
ワ
ラ
ン
ト
の
各
発
行
会
社
が
日
本
法
人
で
あ
る
こ
と
：
：
：

等
の
事
実
か
ら
す
る
と
、

X
及
び
Y
は
、
少
な
く
と
も
黙
示
的
に
日
本
法
に
準
拠
す
る
旨
の
意
思
を
有
し
て
い
た
も
の
と
推
認
す
る
の
が
合

理
的
で
あ
る
。
：
：
：
そ
こ
で
、
以
下
日
本
法
の
適
用
を
前
提
に
論
ず
る
。
：
：
：
」

二
「
Y
が
、
：
：
：
ユ
l
ロ
ク
リ
ア
の
保
管
振
替
シ
ス
テ
ム
の
他
の
参
加
者
（
証
券
会
社
）
か
ら
ワ
ラ
ン
ト
を
買
い
受
け
た
際
、
右
参
加
者
と
の

聞
で
、
ュ

l
ロ
ク
リ
ア
に
指
示
し
て
口
座
振
替
に
よ
る
決
済
を
行
っ
た
行
為
は
、
当
該
ワ
ラ
ン
ト
を
表
章
す
る
新
株
引
受
権
証
券
の
指
図
に

よ
る
占
有
移
転
（
民
法
一
八
四
条
）
に
当
た
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、

Y
は
、
こ
の
よ
う
な
指
図
に
よ
る
占
有
移
転

に
よ
る
『
交
付
』
（
商
法
三
四
一
条
ノ
一
四
第
一
項
）
に
よ
っ
て
、

X
か
ら
、
本
件
大
券
に
対
す
る
占
有
（
間
接
・
共
同
占
有
）
を
取
得
す

る
と
と
も
に
、
当
該
ワ
ラ
ン
ト
の
数
量
に
応
じ
た
共
有
持
分
を
取
得
し
、
当
該
ワ
ラ
ン
ト
を
譲
り
受
け
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」

三
「
：
：
：
Y
が
他
の
顧
客
か
ら
『
店
内
ク
ロ
ス
』
に
よ
り
ワ
ラ
ン
ト
を
買
い
受
け
た
場
合
の
『
交
付
』
は
、
簡
易
の
引
渡
し
（
民
法
一
八
二
条

（阪大法学） 52 (3・4-355)903〔2002.11〕



3 

二
項
）
に
当
た
る
も
の
と
解
さ
れ
る
：
：
：
」

四
「
X
は
、
：
：
：
Y
と
の
間
で
、
外
国
証
券
取
引
口
座
設
定
約
諾
書
を
取
り
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、
外
国
証
券
を
Y
に
混
蔵
寄
託
し
、

Y
に
お

u
0
7白

い
て
こ
れ
を
保
管
機
関
に
再
寄
託
す
る
こ
と
、
及
び
Y
に
寄
託
さ
れ
た
証
券
に
つ
い
て
は
、

Y
か
ら
当
該
証
券
の
預
り
証
の
交
付
文
は
こ
れ
仰

に
代
わ
る
月
次
報
告
書
に
よ
る
報
告
を
受
け
る
こ
と
等
を
合
意
し
て
お
り
、
：
：
：
Y
が
X
に
対
し
、
本
件
売
買
契
約
の
目
的
と
さ
れ
た
ワ
ラ

4ハU

ン
ト
に
つ
き
、
預
り
証
又
は
月
次
報
告
書
を
交
付
し
た
行
為
は
、
当
該
ワ
ラ
ン
ト
を
表
章
す
る
新
株
引
受
権
証
券
の
占
有
改
定
（
民
法
一
八
川

三
条
）
に
当
た
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、

Y
は
、
こ
の
よ
う
な
占
有
改
定
に
よ
る
『
交
付
』
に
よ
っ
て
、

X
に
対
し
、
制

本
件
大
券
に
対
す
る
占
有
（
間
接
・
共
同
占
有
）
を
移
転
す
る
と
と
も
に
、
当
該
ワ
ラ
ン
ト
の
数
量
に
応
じ
た
共
有
持
分
を
移
転
し
、
当
該
糾

ワ
ラ
ン
ト
を
譲
渡
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
O
i
－－－」

2
F
h
U
 

1
ノ学法大阪

f
a

、

批
判
的
考
察

（l
）
判
旨
の
整
理

判
決
は
、

X
の
請
求
が
「
債
権
的
請
求
で
あ
る
か
ら
」
、
契
約
の
準
拠
法
に
つ
い
て
、
法
例
七
条
一
項
に
よ
っ
て
当
事
者
の
意
思
を

探
求
し
、
当
事
者
は
黙
示
に
日
本
法
に
よ
る
意
思
を
有
し
て
い
た
と
し
て
、
「
以
下
日
本
法
の
適
用
を
前
提
に
論
ず
る
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
「
以
下
日
本
法
の
適
用
を
前
提
に
論
」
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
債
権
的
側
面
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
判
旨
二
・
三
・
四
に
判

示
さ
れ
る
権
利
譲
渡
の
成
立
と
い
う
物
権
的
側
面
の
問
題
に
つ
い
て
も
「
日
本
法
の
適
用
を
前
提
に
論
」
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
判

旨
は
、
本
件
売
買
契
約
の
準
拠
法
に
つ
い
て
、
法
例
七
条
一
項
に
よ
り
黙
示
意
思
を
探
求
し
、
①
約
諾
書
の
文
言
、
及
び
、
②
売
買
契

約
の
締
結
地
、
③
代
金
の
決
済
地
、
④
X
の
住
所
地
、
⑤
Y
の
本
店
所
在
地
、
⑥
ワ
ラ
ン
ト
の
発
行
会
社
の
設
立
国
が
日
本
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
準
拠
法
が
日
本
法
で
あ
る
と
し
た
（
判
旨
一
）
。
そ
し
て
、

Y
は、

ユ
ー
ロ
ク
リ
ア
の
他
の
参
加
者
か
ら
ワ
ラ
ン
ト
を
、
準

拠
法
と
な
る
日
本
民
法
一
八
四
条
の
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
（
判
旨
二
）
、
ま
た
、

Y
は、

Y
の
他
の
顧
客
か
ら

ワ
ラ
ン
ト
を
、
準
拠
法
と
な
る
日
本
民
法
一
八
二
条
二
項
の
簡
易
引
渡
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
と
す
る
（
判
旨
三
）
。
そ
し
て
、

ワ
ラ



ン
ト
の
預
り
証
や
月
次
報
告
書
の
交
付
が

Y
か
ら

X
へ
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
準
拠
法
と
な
る
日
本
民
法
一
八
三
条
の
占
有
改
定

に
よ
っ
て

Y
か
ら

X
に
ワ
ラ
ン
ト
が
譲
渡
さ
れ
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
（
判
旨
四
）
、
そ
の
結
果
、

X
が
主
張
す
る
債
務
不

履
行
に
は
理
由
が
な
い
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
権
利
譲
渡
の
原
因
行
為
で
あ
る
有
価
証
券
の
売
買
契
約
の
準
拠
法
と
、
有
価
証
券
の

権
利
が

X
に
移
転
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
準
拠
法
を
区
別
せ
ず
、
両
方
に
つ
い
て
法
例
七
条
一
項
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

し
か
し
、
国
際
私
法
上
、
判
旨
二
・
三
・
四
に
判
示
さ
れ
る
ワ
ラ
ン
ト
の
権
利
譲
渡
の
問
題
は
物
権
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
準
拠
法

は
権
利
譲
渡
の
原
因
と
な
っ
た
売
買
契
約
と
は
別
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ワ
ラ
ン
ト
の
売
買
契
約
の
準
拠
法
に

つ
い
て
は
法
例
七
条
に
よ
り
準
拠
法
を
決
定
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
権
利
譲
渡
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
法
例
七
条
と
は
別
の
単
位
法
律

関
係
に
お
い
て
指
定
さ
れ
る
準
拠
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

（2
）
証
券
所
在
地
法
主
義
の
問
題
点

転
し
Tこ
と
考
え

る

と
が
で
き
る。
本
件
で
は

日
本
法

よ
’つ

で
も

"' jレ
ギ

法

よ
．つ

で
も

結
論
は
変
わ
り

な

と
言
え
よ
っ

（阪大法学） 52 (3・4-357)905〔2002.11〕

で
は
、
本
件
ワ
ラ
ン
ト
の
権
利
譲
渡
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の
国
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
解
釈
と
し

て
、
「
有
価
証
券
」
と
法
性
決
定
し
、
実
際
の
証
券
所
在
地
法
に
よ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
本
件
で
は
、

ワ
ラ
ン
ト
が
保
管
さ
れ
て
い
る
ベ
ル
ギ
ー
法
に
よ
り
権
利
譲
渡
の
成
立
が
判
断
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
一
九
六
七

年
一
一
月
一

O
日
の
「
有
価
証
券
の
流
通
促
進
に
関
す
る
勅
令
六
二
号
」
（
一
九
九
五
年
四
月
七
日
の
勅
令
に
よ
っ
て
改
正
）
に
よ
れ

ば
、
顧
客
は
、
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
に
混
蔵
寄
託
さ
れ
た
同
一
銘
柄
の
証
券
全
体
に
対
し
て
、
保
有
数
量
に
応
じ
た
共
有
権
を
有
し
、

参
加
者
聞
及
び
顧
客
聞
の
権
利
の
移
転
は
、
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
上
で
の
参
加
者
口
座
間
、
参
加
者
の
下
に
あ
る
顧
客
口
座
間
の
振
替

（

8）
 

決
済
に
よ
り
行
わ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
法
に
よ
れ
ば
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
、

簡
易
引
渡
、
占
有
改
定
と
い
っ
た
法
的
構
成
を
と
る
ま
で
も
な
く
、
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
で
の
振
替
決
済
に
よ
っ
て
、
権
利
が

X
に
移



し
か
し
、
本
件
の
よ
う
に
証
券
所
在
地
と
振
替
決
済
に
よ
り
口
康
記
載
が
な
さ
れ
る
地
が
同
じ
で
な
く
、
こ
れ
ら
が
別
の
地
で
あ
る

場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
実
際
の
証
券
の
保
管
が
決
済
機
関
で
あ
る
ユ

l
ロ
ク
リ
ア
か
ら
指
定
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
で
な
さ

れ
て
い
た
と
す
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
証
券
所
在
地
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
が
、
振
替
決
済
に
よ
る
口
座
へ
の
記
載
が
な

さ
れ
る
地
は
日
本
や
ベ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
そ
し
て
、
証
券
所
在
地
法
主
義
に
よ
れ
ば
、
権
利
譲
渡
の
準
拠
法
は
イ
ギ
リ
ス
法
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
投
資
家
と
証
券
会
社
と
の
取
引
と
は
全
く
関
連
の
な
い
地
で
あ
り
、
し
か
も
、
投
資
家
が
イ
ギ
リ

ス
で
の
保
管
に
つ
い
て
知
ら
な
い
場
合
、
証
券
を
寄
託
し
た
投
資
家
に
と
っ
て
は
全
く
予
想
も
し
な
い
イ
ギ
リ
ス
法
が
証
券
の
権
利
譲

渡
の
準
拠
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
同
様
に
、
投
資
家
が
資
金
を
得
る
た
め
に
証
券
に
担
保
権
が
設
定
さ
れ
る

場
合
、
そ
の
担
保
権
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
資
金
提
供
者
（
担
保
権
者
）
も
、
証
券
と
全
く
関
係
の
な
い
イ
ギ
リ
ス
法
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
投
資
家
や
資
金
提
供
者
に
関
連
性
の
な
い
予
想
し
な
い
法
が
、
担
保
物
権
の
準
拠
法
と
し

て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
権
利
譲
渡
や
担
保
設
定
の
た
め
に
必
要
以
上
の
要
件
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

円
滑
な
取
引
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
口
座
が
所
在
す
る
地
の
法
と
証
券
所
在
地
法
が
異
な
る
場
合
に
証

券
所
在
地
法
を
準
拠
法
と
す
る
と
、
口
座
に
記
載
さ
れ
て
い
る
権
利
関
係
と
証
券
所
在
地
法
上
の
権
利
関
係
が
異
な
り
う
る
こ
と
に
も

な
り
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
に
つ
い
て
証
券
所
在
地
法
に
よ
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
有
価
証
券
取
引
で
は
取

引
の
簡
易
化
・
迅
速
化
が
特
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
有
価
証
券
取
引
と
密
接
な
関
連
性
を
有
し
、
し
か
も
、
取
引
の
筒

易
化
・
迅
速
化
に
資
す
る
明
確
で
単
純
な
連
結
点
が
新
た
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

四

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る

E
U指
令
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
「
統
一
商
法
典
」

こ
れ
に
対
し
て
、

E
U
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
立
法
で
は
、
証
券
の
実
際
の
所
在
地
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
投
資
家
が
直
接
の

（阪大法学） 52 (3・4-358)906〔2002.11〕



取
引
を
す
る
口
座
管
理
機
関
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
（
冨
曲
目
。
片
岡
山
四
万
語
三
宮
市

sa冒
可
主
胃
gnyHEEKF）
が
採
用
さ
れ
て

（

9
）
 

い
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
二

O
O二
年
の
六
月
に
E
U
で
採
択
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
金
融
担
保
に
関
す
る
E
U指
令
」
と
、
二

O
O

O
年
に
改
正
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
「
統
一
商
法
典
」
（
以
下
、

U
C
C
と
い
う
）
の
最
近
の
規
定
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た

L、。1 
「
金
融
担
保
に
関
す
る
E
U指
令
」

ま
ず
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
が
担
保
と
し
て
提
供
さ
れ
る
際
の
担
保
物
権
に
つ
い
て
、
証
券
の
実
際
の
所
在
地
で
は
な
く
、

関
連
口
座
管
理
機
関
に
注
目
す
る
も
の
と
し
て
は
、
二

O
O二
年
六
月
六
日
に
採
択
さ
れ
た
「
金
融
担
保
に
関
す
る
E
U指
令
」
（
以

下
、
二

O
O二
年
E
U
指
令
と
い
う
）
が
あ
る
。

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

（1
）
二

O
O二
年
E
U指
令
採
択
ま
で
の
経
緯

国
際
的
な
金
融
取
引
で
の
担
保
に
関
す
る
E
U指
令
と
し
て
は
、
既
に
一
九
九
八
年
五
月
一
九
日
に
採
択
さ
れ
た
「
支
払
及
び
証
券

（日）

一
九
九
八
年
E
U指
令
と
い
う
）
が
あ
っ
た
。
そ
の
九
条

決
済
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
決
済
の
終
局
性
に
関
す
る
E
U
指
令
」
（
以
下
、

一
項
は
、

E
U加
盟
国
の
法
に
準
拠
し
た
一
定
の
決
済
シ
ス
テ
ム

（
二
条

a項
）
に
関
連
し
て
、
決
済
シ
ス
テ
ム
の
参
加
機
関
に
担
保

と
し
て
提
供
さ
れ
た
証
券
に
対
す
る
参
加
機
関
の
権
利
、
及
び
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
に
担
保
と
し
て
提
供
さ
れ
た
証
券
に
対
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
の
権
利
は
、
担
保
提
供
者
の
破
産
に
よ
り
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
九
条

二
項
は
担
保
物
権
の
準
拠
法
に
つ
い
て
規
定
し
、
証
券
が
担
保
と
し
て
一
定
の
決
済
シ
ス
テ
ム
の
参
加
機
関
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行

に
提
供
さ
れ
、
そ
の
権
利
が
E
U加
盟
国
に
所
在
す
る
登
録
簿
、

そ
の
担
保
物
権
の
準
拠
法
は
、
登
録
簿
、

口
座
又
は
集
中
寄
託
シ
ス
テ
ム
に
法
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
、

（ロ）

口
座
又
は
集
中
寄
託
シ
ス
テ
ム
に
記
録
が
な
さ
れ
る
地
の
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
二
条

a項
に
規
定
さ
れ
る
一
定
の
決
済
シ
ス
テ
ム
の
参
加
機
関
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
に
提
供
さ
れ
た
担
保
物
権
だ
け
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に
、
そ
の
適
用
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
一
九
九
八
年
E
U指
令
が
、
国
際
的
な
金
融
取
引
で
の
担
保
に
つ
い
て
規
定
し
た
唯
一
の
E
U
で
（日）

の
立
法
で
あ
り
、
国
境
を
越
え
る
担
保
の
効
率
的
な
使
用
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
立
法
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
。

（

U）
 

そ
こ
で
、
指
令
提
案
を
経
て
、
新
た
に
採
択
さ
れ
た
の
が
二

O
O二
年
E
U
指
令
で
あ
る
。

（2
）
適
用
範
囲

」
の
二

O
O二
年
E
U指
令
は
、

一
九
九
八
年
E
U
指
令
や
そ
の
他
の
倒
産
に
関
す
る
指
令
・
規
則
を
背
景
に
し
て
採
択
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
指
令
と
異
な
る
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
広
範
な
事
項
を
取
り
扱
う
こ
と

（日）

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
指
令
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
二

O
O二
年
E
U指
令
で
は
、
担
保
提
供
者
と
担
保
権
者
は
一
条
二
項
に
規

定
さ
れ
る
機
関
（
例
え
ば
、
中
央
銀
行
や
金
融
機
関
等
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
で
は
、

一
九
九
八
年
E
U指
令
二
条

a
項

が
規
定
す
る
一
定
の
決
済
シ
ス
テ
ム
に
関
連
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
限
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

（3
）
担
保
物
権
の
準
拠
法

担
保
取
引
で
の
法
的
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
担
保
物
権
の
準
拠
法
は
、

（日）

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
二

O
O二
年
E
U
指
令
の
九
条
一
項
前
段
も
、
①
帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
証
券
に
よ
る
担
保
守

gw

一
九
九
八
年
E
U指
令
が
引
き
継
が
れ
る
べ
き
で

。
ロ
可
山
、
曲
四
円
己
片
品

jagno－－同席目】〕

の
法
的
性
格
及
び
物
権
的
効
力
、
②
帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
証
券
に
よ
る
担
保
を
第
三
者
へ
対
抗
す
る
た

め
の
要
件
、
③
帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
証
券
に
よ
る
担
保
に
対
す
る
権
利
が
、
相
対
立
す
る
権
利
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
か
〔
0
4
2
1

広
島

a
g〕
、
劣
後
す
る
こ
と
に
な
る
か

〔印
Z
Z
E
E同
丹
市
色
〕
、
善
意
取
得
が
生
じ
る
か
ど
う
か
、
④
帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
証
券
に
よ
る
担

保
を
換
価
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
手
続

2
8巴
と
い
っ
た
九
条
二
項
が
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

口
座
が
管
理
さ
れ
て
い
る

地
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
と
す
る
。
そ
の
準
拠
法
指
定
は
、
準
拠
法
所
属
国
の
実
質
法
〔
ao自
g
a
n
－釦巧〕

の
指
定
で
あ
っ
て
、
準
拠

法
所
属
国
の
抵
触
法
は
含
ま
れ
な
い
（
九
条
一
項
後
段
）
。
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こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
証
券
に
対
す
る
担
保
物
権
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
口
座
が
実
際
に
管
理
さ
れ
て
い
る

（口）

国
の
実
質
法
の
み
が
準
拠
法
と
な
り
、
法
的
安
定
性
が
確
保
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

2 

U
C
C
 

（1
）
準
拠
法
と
適
用
範
囲

U
C
C
の
第
八
編
は
「
投
資
証
券
〔
F
4
2
5
8仲
間

W
R
E巴
2
〕
」
、
第
九
編
は
「
担
保
取
引
〔

ω
R
R
E
寸
同
国
自
白
色

O
B〕
」
に
関
す

る
規
定
で
あ
る
。

U
C
C
で
は
、
間
接
保
有
さ
れ
た
証
券
を
購
入
し
た
投
資
家
は
、
特
定
の
証
券
に
対
し
て
権
利
を
保
有
す
る
の
で
は

な
く
、
間
接
保
有
さ
れ
て
い
る
証
券
に
関
し
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
・
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
（
証
券
に
関
し
て
の
証
券
権
利
者
の
対

（同）

人
的
権
利
及
び
物
権
的
権
利
）
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
八
一
一

O
条
b
項
と
九
｜
三

O
五
条

a

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

項
三
口
す
が
規
定
し
、
こ
こ
で
も
口
座
管
理
機
関
（

J
R
E巴
g
s
z
s
a宵
可
ョ
）
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
（
P
R
I
M
A）
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
「
口
座
管
理
機
関
」
と
は
、
「
（
i
）
決
済
会
社
〔
己

g
H
Z
m
g
e
。g
Eロ
〕
、
又
は
、
（
H
U
）
通
常
の
業
務
に
お
い
て
、
他

人
の
た
め
に
証
券
口
座
を
管
理
し
、
か
つ
、

そ
の
権
限
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
者
（
銀
行
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
含
む
と
を
い
う
が

（
八
｜
一

O
二
条

a項
一
四
号
）
、
そ
の
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
法
」
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
の
準
拠
法
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

①
口
座
管
理
機
関
か
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

1
・
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
の
取
得
、
②
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

1
・
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
か
ら

生
じ
る
口
座
管
理
機
関
や
権
利
者
の
権
利
義
務
、
③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
l

・
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
に
つ
い
て
相
対
立
す
る
請
求
を
主
張

す
る
者
〔
邑
4
R話
n
E
B
S同
〕
に
対
し
て
、

口
座
管
理
機
関
が
義
務
を
負
う
か
ど
う
か
、
④
口
座
管
理
機
関
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
l

エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
を
獲
得
し
た
者
や
権
利
者
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
l

・
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
を
購
入
し
た
者
に
対
し
て
、

相
対
立
す
る
請
求
を
主
張
し
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
法
」
が
準
拠
法
に
な
る
と
さ
れ
る
（
八
｜
一
一
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O
条
b
項
）
。
ま
た
、
証
券
上
の
権
利
の
①
対
抗
要
件
、
②
対
抗
要
件
を
具
備
す
る
場
合
、
及
び
、
具
備
し
な
い
場
合
の
効
果
、
③
優

。ヌ“
内
H
U
A
U
 

の
F

“nu 
n
B
 

od“
 

no 
n4υ 
4
生qo 

nr
“
 

の
よ
う
に
決
定
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
八
｜
一
一

O
条

e項
と
九
二

δ
五
条
b
項
は
、
権
利
義
務
を
決
定
す
る
準
拠
法
を
単
一
、
川学法大阪

先
権
に
つ
い
て
も
、
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
法
」
が
準
拠
法
に
な
る
（
九
三

O
五
条

a項
三
号
）
。
こ
こ
で
い
う
準
拠
法
の
指
定
は

（印）

の
指
定
で
あ
り
、
そ
の
指
定
に
は
準
拠
法
が
所
属
す
る
地
の
抵
触
法
は
含
ま
れ
な
い
。

地
域
法

p
o
s

－－2〕

（2
）
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
の
決
定

こ
の
よ
う
に
、

U
C
C
に
お
い
て
も
間
接
保
有
さ
れ
て
い
る
証
券
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、

口
座
管
理
機
関
（
「
口
座
管
理
機
関
所

在
地
」
）
が
連
結
点
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

U
C
C
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
を
具
体
的
に
ど

か
っ
、
容
易
に
特
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
の
決
定
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
段
階
的
ル

l
ル
を
定
め

て
い
る
（
な
お
、
九
｜
三

O
五
条
b
項
は

moig色
〉
昆
巳
向
。
（
N
g
o）
で
は
改
正
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
八
｜
一
一

O
条

e
項
も

改
正
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
、
こ
の
改
正
後
の
規
定
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
）
。

① 

証
券
口
座
に
閲
す
る
口
座
管
理
機
関
と
そ
の
権
利
者
と
の
聞
の
契
約
が
、
本
条
の
目
的
の
た
め
の
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」

を
明
文
で
規
定
す
る
場
合
、

そ
の
地
の
法
が
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
法
」
で
あ
る
（
一
号
）
、
②

①
に
よ
り
「
口
座
管
理
機
関
所

在
地
」
が
定
ま
ら
な
い
場
合
で
、
証
券
口
座
に
関
す
る
口
座
管
理
機
関
と
そ
の
権
利
者
と
の
聞
の
契
約
が
特
定
の
法
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
る
旨
を
明
文
で
規
定
す
る
場
合
、
当
事
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
そ
の
法
が
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
法
」
で
あ
る
（
二
号
）
、
③

①
②
に
よ
っ
て
も
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
が
定
ま
ら
な
い
場
合
で
、
証
券
口
座
に
関
す
る
口
座
管
理
機
関
と
そ
の
権
利
者
と
の

聞
の
契
約
が
、
特
定
の
事
務
所
〔
O
B
B〕

で
証
券
口
座
が
管
理
さ
れ
る
旨
を
明
文
で
規
定
す
る
場
合
、
そ
の
事
務
所
所
在
地
が
「
口

座
管
理
機
関
所
在
地
」
で
あ
る
（
三
号
）
、
④

①
②
③
に
よ
っ
て
も
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
が
定
ま
ら
な
い
場
合
、
「
口
座
管
理

機
関
所
在
地
」
は
、
権
利
者
の
口
座
を
提
供
す
る
事
務
所
と
し
て
口
座
明
細
書
〔

S
R
8
5
2
s
z自
g同〕
の
中
に
特
定
さ
れ
る
事



務
所
が
所
在
す
る
地
で
あ
る
（
四
号
）
、
⑤

①
②
③
④
に
よ
っ
て
も
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
が
定
ま
ら
な
い
場
合
、
「
口
座
管
理

機
関
所
在
地
」
は
口
座
管
理
機
関
の
最
高
業
務
を
行
う
事
務
所
〔
n
Eえ

2
2己
ぞ
冊
。
由
8
〕
の
所
在
地
で
あ
る
（
五
号
）
。

さ
ら
に
、
八
｜
一
一

O
条
f
項
は
、
証
書
の
物
理
的
な
所
在
地
、
証
券
の
発
行
者
の
設
立
地
、

口
座
に
関
す
る
デ
ー
タ
処
理
や
そ
の

他
の
記
録
保
管
の
た
め
の
施
設
の
所
在
地
に
よ
っ
て
は
、
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
が
決
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
付
言
す
る
。

八
ー
一
一

O
条

e項
や
九
｜
二
一

O
五
条
b
項
の
特
徴
は
、
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
が
、
ま
ず
第
一
に
口
座
管
理
機
関
と
証
券
権

利
者
の
明
示
の
合
意
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
八
一
一

O
条

e項
の
。
由
巳
包
打
。
B
B
g同
で

は
、
本
条
の
意
図
は
、
事
前
に
確
実
性
を
も
っ
て
、
ど
の
地
の
法
が
適
用
さ
れ
る
か
を
当
事
者
が
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

る
か
ら
、
当
事
者
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
法
が
そ
の
取
引
と
合
理
的
な
関
連
〔
円
B
E
E
F－
冊
目
冨
ぢ
ロ
〕
を
持
つ
か
ど
う
か
は
問
題
と
は

（初）

さ
れ
な
い
（
こ
れ
は
九
｜
三

O
五
条
に
も
当
て
は
ま
る
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
事
者
が
取
引
と
関
連
の
な
い
地
を
「
口

座
管
理
機
関
所
在
地
」
と
し
て
選
択
す
る
場
合
で
も
、
こ
れ
が
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
八
！
一
一

O
条
b
項

や
九
｜
一
二

O
五
条

a項
三
号
は
連
結
点
を
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
と
し
、

一
見
は
客
観
的
連
結
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

実
質
的
に
は
、
物
権
的
側
面
の
準
拠
法
に
つ
い
て
も
当
事
者
に
よ
る
法
選
択
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

括

3 
二
O
O二
年
E
U指
令
は
、

一
条
二
項
で
規
定
さ
れ
る
機
関
が
担
保
提
供
者
と
担
保
権
者
と
な
る
担
保
物
権
に
つ
い
て
規
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

U
C
C
と
比
べ
る
と
二

O
O二
年
E
U
指
令
の
適
用
範
囲
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
二

O
O二
年
E
U
指
令
と
U
C
C
は
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
に
つ
い
て
、
伝

統
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
証
券
所
在
地
で
は
な
く
、
関
連
口
座
管
理
機
関
に
注
目
す
る
こ
と
で
は
共
通
す
る
が
、
そ
の
準
拠
法
の
具

体
的
な
決
定
方
法
は
大
き
，
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二

O
O二
年
E
U
指
令
で
は
、
「
口
座
が
管
理
さ
れ
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て
い
る
地
の
法
」
が
準
拠
法
と
な
る
の
に
対
し
て
、

U
C
C
で
は
、
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
法
」
が
準
拠
法
と
な
る
と
し
た
上
で
、

そ
の
法
は
、
ま
ず
第
一
に
、

口
座
管
理
機
関
と
証
券
権
利
者
と
の
聞
の
合
意
で
決
め
ら
れ
る
と
す
る
。
実
際
上
、
多
く
の
場
合
、
当
事

者
に
よ
っ
て
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
法
」
と
し
て
選
択
さ
れ
た
法
と
、
「
口
座
が
管
理
さ
れ
て
い
る
地
の
法
」
が
一
致
す
る
こ
と
に

（幻）

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

U
C
C
八
l
一一

O
条
の
。
虫
色
色
。

ogsg同
で
も
、
当
事
者
に
よ
っ
て
「
口
座
管
理
機
関
所
在

（

m） 

地
法
」
と
し
て
選
ば
れ
た
法
が
、
そ
の
取
引
と
合
理
的
な
関
連
を
持
っ
か
ど
う
か
は
問
題
と
は
さ
れ
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
当
事

者
が
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
法
」
と
し
て
選
択
し
た
準
拠
法
と
、
「
口
座
が
管
理
さ
れ
て
い
る
地
の
法
」
が
異
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
の
具
体
的
な
決
定
方
法
は
、
二

O
O二
年
E
U指
令
と
U
C
C
で
は
全
く
異

な
る
も
の
で
あ
る
と
舌
口
え
よ
う
。

五

間
接
保
有
証
券
の
権
利
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ

l
グ
条
約
草
案

ハ
1
グ
国
際
私
法
会
議
に
お
い
て
も
、
間
接
保
有
さ
れ
た
証
券
の
権
利
に
関
す
る
準
拠
法
を
国
際
的
に
統
一
す
る
作
業
が
進

（鉛）

め
ら
れ
て
い
る
。
「
口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
証
券
に
つ
い
て
の
権
利
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
草
案
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

現
在
、条

約
草
案
作
成
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯

こ
の
条
約
草
案
作
成
の
発
端
は
、
二

O
O
O年
五
月
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
こ
の
テ
1
マ
に

関
す
る
条
約
を
集
中
的
な
審
議
手
続
〔
宮
ヤ

gnr胃
R
a
R叩〕

で
作
成
す
る
こ
と
を
提
案
し
、

ハ
1
グ
会
議
加
盟
国
も
、
そ
の
準
備

作
業
に
同
意
し
、
作
業
を
勧
告
し
た
こ
と
に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
二

O
O
O年
一
一
月
に
は
、
事
務
局
は
、
条
約
で
取
り
上
げ
ら
れ

（

M）
 

る
事
項
に
関
す
る
報
告
書
（
二

O
O
O年
一
一
月
報
告
書
）
を
発
表
し
、
二

O
O
一
年
一
月
に
ハ

l
グ
で
行
わ
れ
た
専
門
家
会
議
で
は
、

集
中
的
な
審
議
手
続
で
条
約
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
既
に
中
心
と
な
る
規
定
の
草
案
（
二

O
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O
一
年
一
月
草
案
）
が
作
成
さ
れ
た
。
二

O
O
一
年
六
月
に
、

ハ
l
グ
会
議
加
盟
国
は
、
集
中
的
な
審
議
手
続
で
行
う
こ
と
も
含
め
て
、

こ
の
条
約
作
成
の
計
画
に
正
式
に
同
意
し
、
二

O
O
一
年
七
月
に
は
、
新
た
な
草
案
（
二

O
O
一
年
七
月
草
案
）
が
作
成
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
さ
ら
に
草
案
が
改
訂
さ
れ
た
後
、
二

O
O二
年
一
月
に
は
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
二

O
O二
年
一
月
草
案
も
作
成
さ
れ
た

が
、
二

O
O二
年
五
月
に
事
務
局
か
ら
新
た
な
提
案
が
な
さ
れ
、
二

O
O二
年
六
月
に
は
、
こ
の
提
案
に
基
づ
い
た
新
た
な
条
約
草
案

が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
二

O
O二
年
六
月
草
案
）
。
以
下
の
説
明
で
は
、
現
段
階
で
最
も
新
し
い
二

O
O二
年
六
月
草
案
を
中
心
に
紹

介
す
る
。
な
お
、
こ
の
条
約
の
作
成
作
業
は
二

O
O二
年
中
に
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

2 

条
約
の
目
的

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

こ
の
条
約
の
主
た
る
意
義
は
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
関
連
口
座
管
理
機
関
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
（
P
R
I
M
A）
を

具
体
化
し
、
法
的
安
定
性
と
予
測
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
口
座
管
理
機
関
」
と
は
、
「
業
務
又
は
そ
の
他
の

継
続
的
な
活
動
に
お
い
て
、
他
人
：
：
：
の
た
め
に
証
券
口
座
を
管
理
し
、
か
っ
、
そ
の
権
限
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
者
」
を
い
う
が

（幻）

（
一
条
一
項
）
、
二

O
O
一
年
一
月
の
専
門
家
会
議
で
は
、
既
に
条
約
草
案
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
適
切
な
準
拠
法
と
し
て
は
、
関
連
口

座
管
理
機
関
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
全
会
一
致
で
支
持
さ
れ
て
い
鳩
条
約
草
案
は
、
こ
の
「
関
連
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
が

ど
こ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
明
確
な
ル

1
ル
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

3 

適
用
範
囲

ま
ず
、
条
約
草
案
の
適
用
範
囲
で
あ
る
が
、
こ
の
条
約
草
案
は
、
国
際
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
で
（
三
条
）
、
か
っ
、

口
座
管
理

機
関
に
管
理
さ
れ
た
証
券
に
関
す
る
次
の
事
項
の
準
拠
法
を
決
定
す
る
（
二
条
一
項
）
。
す
な
わ
ち
、
（

a
）
証
券
の
口
座
へ
の
記
載
の

法
的
性
質
及
び
口
座
管
理
機
関
や
第
三
者
に
対
す
る
効
果
（
そ
の
よ
う
な
記
載
に
起
因
す
る
証
券
口
座
に
対
す
る
権
利
が
、
物
権
、
債

権
又
は
そ
の
他
の
権
利
で
あ
る
か
ど
う
か
を
含
む
）
、
（
b
）
口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
た
証
券
の
処
分
の
法
的
性
質
及
び
口
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座
管
理
機
関
や
第
三
者
に
対
す
る
効
果
、
（
C
）
口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
た
証
券
の
処
分
の
対
抗
要
件
、
（
d
）
口
座
管
理
機

聞
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
た
証
券
の
権
利
が
消
滅
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
別
の
者
の
権
利
に
対
し
て
優
先
す
る
か
ど
う
か
、
（

e）
口
座
権

利
者
又
は
別
の
者
と
競
合
し
て
、

口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
た
証
券
の
権
利
を
主
張
す
る
者
に
対
す
る
口
座
管
理
機
関
の
義

務
、
（
f
）
口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
た
証
券
の
権
利
を
換
価
す
る
た
め
の
要
件
、
（

g
）
口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ

た
証
券
の
処
分
が
配
当
等
に
も
及
ぶ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
準
拠
法
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
条
約
草
案
は
次
の
こ
と
に
は

適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
（
二
条
二
項
）
。
す
な
わ
ち
、
（

a）
当
事
者
の
契
約
上
の
権
利
義
務
、
（
b
）
口
座
管
理
機
関
と
口
座
権
利
者
と

の
聞
の
関
係
か
ら
生
じ
る
契
約
上
の
権
利
義
務
、
（
C
）
証
券
発
行
者
の
権
利
義
務
等
に
つ
い
て
は
適
用
範
囲
外
で
あ
る
。

4 

準

法

拠

上
述
の
二
条
一
項
に
規
定
さ
れ
た
事
項
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
は
、
次
の
二
段
階
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

（1
）
原
則
規
定
〔
E
S
R
マE
E
－
－
四
条

ま
ず
、
二
条
一
項
に
規
定
さ
れ
た
事
項
に
適
用
さ
れ
る
法
は
、
四
条
で
原
則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

口
座
の
権
利

者
と
関
連
口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
地
の
法
が
、

口
座
が
管
理
さ
れ
て
い
る
地
の
法
と
一
致
す
る
場
合
、
当
事
者
に
よ
っ

て
選
択
さ
れ
た
法
が
準
拠
法
と
な
る
。
こ
こ
で
い
う
「
合
意
さ
れ
た
地
の
法
」
が
、
二
条
一
項
に
規
定
さ
れ
た
事
項
の
準
拠
法
と
し
て

合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、

口
座
が
管
理
さ
れ
る
地
と
し
て
合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
二

O
O二
年
六
月
草
案

で
は
、
ま
だ
見
解
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
前
者
の
見
解
が
。
匂
位
。
ロ
〉
、
後
者
の
見
解
が
。
匂
位
。
ロ
切
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
合
意
は
、

明
示
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
、
明
示
的
な
も
の
で
な
く
て
も
、
全
体
と
し
て
考
慮
さ
れ
た
場
合
、
契
約
の
条
項
か
ら
推
論
さ
れ
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
条
三
項
）
。

し
か
し
、
こ
の
法
選
択
は
、
当
事
者
に
よ
っ
て
全
く
自
由
に
な
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
選
択
さ
れ
た
法
が
次
の
条
件
に
合
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致
す
る
場
合
に
、
二
条
一
項
に
規
定
さ
れ
た
事
項
の
準
拠
法
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
時
に
、
関
連
口
座
管
理
機
関
が

そ
の
地
に
事
務
所
を
持
ち
、
か
っ
、
（

a）
証
券
口
座
へ
の
記
載
が
そ
の
事
務
所
で
行
わ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
、
監
督
さ
れ
て
い
る
場

合
、
（
b
）
口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
証
券
に
関
連
す
る
支
払
や
法
人
活
動
の
運
営
が
そ
の
事
務
所
で
行
わ
れ
て
い
る

場
合
、
（
C
）
口
座
番
号
、
銀
行
コ

l
ド
、
そ
の
他
の
識
別
手
段
よ
り
、

口
座
が
そ
の
事
務
所
に
管
理
さ
れ
る
と
し
て
特
定
さ
れ
る
場
合
、

又
は
、
（
d
）
そ
れ
以
外
の
場
合
に
、
そ
の
事
務
所
が
、
証
券
口
座
を
管
理
す
る
業
務
も
し
く
は
継
続
的
な
活
動
に
従
事
す
る
場
合
の
み
、

当
事
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
が
準
拠
法
と
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、

U
C
Cと
は
異
な
っ
て
、
関
連
口
座
管
理
機
関
が
合
意
さ
れ
た
地
に
事
務
所
を
持
ち
、
か
っ
、
そ
の
事
務
所

で
口
座
管
理
に
関
連
す
る
業
務
一
般
が
行
わ
れ
る
場
合
、
当
事
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
が
準
拠
法
と
な
る
の
で
あ
り
、
当
事
者
に

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

よ
る
法
選
択
に
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

（2
）
予
備
規
定
〔

E
－F
R
W
E
E
－
－
五
条

上
述
の
四
条
に
よ
っ
て
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
な
い
場
合
の
ル
l
ル
が
五
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
ま
ず
、
関
連
口
座
管

理
機
関
が
設
立
さ
れ
た
地
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
（
五
条

a項
）
。
準
拠
法
が

a項
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
い
場
合
、

b
項
及
び
C
項

に
よ
り
、
関
連
口
座
管
理
機
関
の
業
務
地
の
法
（
関
連
口
座
管
理
機
関
が
複
数
の
業
務
地
を
持
つ
場
合
に
は
、
主
た
る
業
務
地
の
法
）

が
準
拠
法
と
な
る
。

な
お
、
条
約
草
案
で
の
「
法
」
と
は
、
抵
触
法
以
外
の
法
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
（
九
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
四
条
や
五
条
で
指

定
さ
れ
る
準
拠
法
は
準
拠
法
所
属
国
の
実
質
法
を
指
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
反
致
は
考
慮
さ
れ
な
い
。

括

5 
ハ
l
グ
条
約
草
案
の
目
的
は
関
連
口
座
管
理
機
関
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
（
P
R
I
M
A）
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
四
条
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と
五
条
が
そ
の
中
心
と
な
る
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
、

U
C
C
の
よ
う
に
、
準
拠
法
を
当
事
者
が
全
く
自
由
に
選
択
す
る

p 
R 

M 
A 
、ーノ

で

致
し
て

る
と

つ
、ー
と
で
あ
る

権
利
譲
渡
の
fこ
め

証
券
の
直
接
交
付
が
な
さ
れ
る
場
A 
口

と
は
異
な
・っ

て
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こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
関
連
口
座
管
理
機
関
が
合
意
さ
れ
た
地
に
事
務
所
を
持
ち
、
か
っ
、
そ
の
事
務
所
で
口
座
管
理
に
関
連

す
る
業
務
一
般
が
行
わ
れ
る
場
合
の
み
、
当
事
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
が
準
拠
法
と
な
る
の
で
あ
る
。

.... 司

J、、

評

価

問
題
点
の
整
理

こ
れ
ま
で
、
二

O
O二
年
E
U指
令
、

ハ
l
グ
条
約
草
案
を
順
に
取
り
上
げ
て
き

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

U
C
C第
八
編
や
第
九
編
、

た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
共
通
点
は
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準
拠
法
に
つ
い
て
、

口
座
管
理
機
関
に
注
目
す
る
こ
と

間
接
保
有
さ
れ
た
証
券
で
は
、
投
資
家
の
権
利
の
記
録
は
投
資
家
が
直
接
取
引
す
る
口
座
管
理
機
関
（
例
え
ば
、
証
券
会
社
）
に
よ
っ

て
保
持
さ
れ
て
お
り
、
投
資
家
の
権
利
譲
渡
は
、
直
接
取
引
す
る
口
座
管
理
機
関
の
帳
簿
上
に
記
載
さ
れ
る
た
め
、
口
座
管
理
機
関
が

（鈎）

所
在
す
る
地
の
法
に
よ
る
こ
と
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、
証
券

の
実
際
の
所
在
地
は
全
く
偶
然
の
地
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
証
券
自
体
が
発
行
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
証
券
の
実

際
の
所
在
地
で
は
な
く
、
権
利
関
係
の
記
録
が
な
さ
れ
る
口
座
管
理
機
関
所
在
地
を
連
結
点
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
具
体
的
に
、
口
座
管
理
機
関
所
在
地
が
ど
こ
で
あ
る
か
の
決
定
に
お
い
て
は
、
当
事
者
に
よ
る
法
選
択
を
認
め
る
か
ど
う

か
、
認
め
る
と
し
て
も
ど
の
程
度
ま
で
認
め
る
の
か
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
三
つ
の
規
定
は
異
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

二
O
O二
年
E
U指
令
は
、
連
結
点
を
「
口
座
が
管
理
さ
れ
る
地
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、

U
C
C
は
、
当
事
者
が
そ
れ
を
全
く
自
由

に
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
、
ま
た
、

ハ
l
グ
条
約
草
案
は
制
限
さ
れ
た
形
で
当
事
者
に
よ
る
法
選
択
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。



以
下
で
は
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準
拠
法
に
閲
す
る
論
点
の
う
ち
、
①
当
事
者
に
よ
る
法
選
択
を
認
め
る
べ

き
か
ど
う
か
、
②
完
全
な
法
選
択
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、

ハ
l
グ
条
約
草
案
の
よ
う
な
制
限
さ
れ
た
形
で
の
法
選
択

は
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
最
後
に
、
③
法
例
の
解
釈
論
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

2 

当
事
者
に
よ
る
自
由
な
法
選
択
を
認
め
る
べ
き
か

U
C
C
の
よ
う
に
、
契
約
の
債
権
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
物
権
的
側
面
の
準
拠
法
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
に
よ
る
法
選
択
を
認
め
る

こ
と
は
、
学
説
で
も
主
張
さ
れ
て
い
鵠
取
引
の
物
権
的
側
面
に
つ
い
て
の
準
拠
法
が
明
確
に
合
意
さ
れ
て
い
る
場
合
、
こ
の
準
拠
法

に
よ
っ
て
物
権
的
側
面
に
つ
い
て
も
規
律
す
る
こ
と
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
明
確
な
準
拠
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
事
者

の
正
当
な
期
待
の
保
護
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

し
か
し
、
こ
の
場
合
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
準
拠
法
が
明
確
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
事
者
以
外
の
第
三
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
準

（
明
記
）

拠
法
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
、
当
事
者
間
で
恋
意
的
に
準
拠
法
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
三
者
の
利
益
を
害
し
う

（
明
白
）

る
こ
と
に
も
な
る
。
さ
ら
に
、
当
事
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
と
口
座
の
管
理
地
法
が
異
な
り
、
管
理
者
が
口
座
の
管
理
地
法
と
は

（

鎚

）

口
座
管
理
地
の
強
行
法
と
の
関
係
で
法
適
用
が
複
雑
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点

異
な
る
法
に
よ
り
口
座
を
管
理
す
る
こ
と
は
、

か
ら
考
え
る
と
、
当
事
者
が
全
く
自
由
に
法
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
考
え
る
。
ド
イ
ツ
の
「
契
約
外

債
務
関
係
及
び
物
に
つ
い
て
の
国
際
私
法
」
（
一
九
九
九
年
五
月
二
一
日
法
）
の
四
三
条
も
、
物
機
の
準
拠
法
に
つ
い
て
当
事
者
に
よ

る
法
選
択
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。

3 

ハ
l
グ
条
約
草
案
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

ハ
l
グ
条
約
草
案
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
U
C
C
の
よ
う
に
当
事
者
に
よ
る
全
く
自
由
な
法
選
択
を
認
め
る
国
と
、
二

O
O二
年

E
U指
令
の
よ
う
に
「
口
座
が
管
理
さ
れ
て
い
る
地
の
法
」
を
準
拠
法
と
す
る
国
の
妥
協
と
し
て
、
法
選
択
は
認
め
る
が
、
そ
の
当
事
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者
の
選
択
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
が
口
座
管
理
一
般
に
関
連
す
る
業
務
が
行
わ
れ
る
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
限
を
加
え
て

い
る
。
法
選
択
を
認
め
る
も
の
の
、
そ
の
選
択
は
口
座
管
理
に
関
連
す
る
業
務
が
行
わ
れ
る
地
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

見
、
口
座
管
理
地
法
主
義
に
近
づ
く
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
事
務
所
は
口
座
管
理
に
関
連
す
る
業
務
を
一
般
的
に
行
っ
て

い
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
当
該
証
券
に
つ
い
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
必
要
は
な
く
（
英
文
で
は

ε自
民
ロ

E
包
括

8
n
R
E
g
R
8
5ぺ・

で
あ
り
、
＝
目
白

g
E包
括
吾
何
回
開

n
R在
自
白
2
0
5ぺ
・
で
は
な
い
）
、

口
座
管
理
地
法
主
義
は
後
退
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
一
条
四
項
は
、
多
法
域
国
の
特
定
法
域
が
当
事
者
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
場
合
、
四
条
一
項
の
事
務
所
は
、
多
法
域
国
全
体
の
中
の

ど
こ
か
一
ヶ
所
あ
れ
ば
足
り
、
そ
の
特
定
法
域
に
当
該
口
座
管
理
機
関
の
事
務
所
が
常
に
存
在
し
て
い
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら

し
で
も
、
当
事
者
自
治
の
側
面
が
大
き
く
前
面
に
現
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

思
う
に
、
当
事
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
法
と
口
座
管
理
地
法
が
異
な
る
場
合
、
管
理
者
は
口
座
の
管
理
地
法
と
は
異
な
る
法
に
よ

り
口
座
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
口
座
所
在
地
の
強
行
法
と
の
関
係
で
法
適
用
が
複
雑
に
な
り
、
取
引
の
安
定
性
や
当
事

者
の
予
測
可
能
性
の
観
点
か
・
り
し
て
問
題
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
よ
り
考
え
る
と
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準
拠
法

は
、
権
利
関
係
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
る
口
座
管
理
地
法
を
原
則
的
な
準
拠
法
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

意
味
で
、
原
則
と
し
て
、
二

O
O二
年
E
U指
令
の
よ
う
な
「
口
座
が
管
理
さ
れ
て
い
る
地
の
法
」
に
よ
る
と
す
る
立
場
を
、
よ
り
一

（お）

般
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
最
も
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
を
、
前
述
の
仙
台
高
裁
秋
田
支
部
の
判
決
に
当
て
は
め
て
考
え
る

と
、
結
論
は
変
わ
ら
な
い
が
、
判
旨
二
の
部
分
は
、

ユ
ー
ロ
ク
リ
ア
の
所
在
地
法
た
る
ベ
ル
ギ
ー
法
、
判
旨
三
・
四
に
つ
い
て
は
、
証

券
会
社
の
所
在
地
法
た
る
日
本
法
が
準
拠
法
に
な
る
と
一
一
え
よ
う
。

4 

最
後
に
｜
｜
法
例
の
解
釈
と
し
て
の
口
座
管
理
地
法
主
義

以
上
の
よ
う
に
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、

口
座
管
理
機
関
所
在
地
を
連
結
点
と
し
、
特

（阪大法学） 52 (3・4-370)918〔2002.11〕



に
、
権
利
関
係
の
記
録
が
な
さ
れ
る
口
座
管
理
地
を
連
結
点
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
で
は
、
「
口
座
が
管
理
さ
れ
て
い
る
地
の

法
」
に
よ
る
と
す
る
こ
と
は
、
現
行
法
例
の
も
と
で
の
解
釈
と
し
て
も
成
り
立
ち
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

動
産
及
び
不
動
産
の
物
権
の
準
拠
法
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
例
一

O
条
は
、
物
の
所
在
地
法
主
義
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
物
の

所
在
地
法
主
義
の
根
拠
と
し
て
は
、
①
物
権
関
係
は
物
の
直
接
支
配
の
権
利
で
あ
る
か
ら
、
目
的
物
の
現
実
的
所
在
地
の
法
を
適
用
す

る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
こ
と
、
②
物
権
関
係
で
は
、
常
に
第
三
者
の
利
益
保
護
が
念
頭
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
三
者
の
利

益
保
護
も
目
的
物
の
現
実
的
所
在
地
の
法
を
適
用
す
る
時
に
最
も
簡
単
か
つ
確
実
に
満
足
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
③
あ
る
国
に
所
在
す
る

物
に
関
し
て
他
の
国
の
物
権
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
実
際
的
に
み
て
技
術
上
の
困
難
な
こ
と
が
多
く
、
強
い
て
そ
れ
を
適
用
し
よ
う

（お）

と
す
れ
ば
、
物
権
関
係
は
極
め
て
複
雑
な
も
の
と
な
り
、
取
引
の
安
全
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
解
釈
論
と
し
て
、
上
述
の
根
拠
が
妥
当
し
な
い
動
産
に
つ
い
て
は
法
例
一

O
条
を
そ
の
ま
ま
適
用
せ
ず
、
新
た

な
単
位
法
律
関
係
が
条
理
に
よ
り
創
設
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
船
舶
や
航
空
機
と
い
っ
た
輸
送
手
段
に
つ
い
て
は
登
録
国
法
、
輸
送

手
段
に
積
載
さ
れ
た
動
産
は
仕
向
地
法
に
よ
る
と
す
る
。
そ
の
他
に
も
、
債
権
質
は
、
そ
の
債
権
自
体
の
準
拠
法
に
よ
る
と
さ
れ
、
法

（幻）

定
担
保
物
権
に
つ
い
て
は
目
的
物
所
在
地
法
だ
け
で
な
く
、
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
も
累
積
的
に
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
た
し
か
に
、
口
座
に
権
利
関
係
が
記
載
さ
れ
る
地
を
権
利
の
所
在
地
と
し
て
、

そ
の
地
が
法
例
一

O
条
の
所
在
地
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
有
価
証
券
は
証
券
に
権
利
が
化
体
し

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
証
券
の
実
際
の
所
在
地
を
法
例
一

O
条
の
所
在
地
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証

券
に
つ
い
て
は
、
証
券
の
権
利
関
係
と
証
券
の
実
際
の
所
在
地
と
は
必
ず
し
も
密
接
な
関
連
を
持
た
ず
、
上
述
の
根
拠
が
妥
当
す
る
も

の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
間
接
保
有
さ
れ
た
有
価
証
券
の
権
利
関
係
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
物
の
所
在
地
を
擬
制
す
る
の
で
は

な
く
、
条
理
に
よ
っ
て
新
た
な
単
位
法
律
関
係
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
口
座
が
管
理
さ
れ
て
い
る
地
の
法
に
よ
る
と
す
る
解
釈
も
あ
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mm）

り
え
る
も
の
と
考
え
る
。

（l
）
金
融
法
務
委
員
会
「
『
証
券
の
振
替
決
済
に
か
か
る
法
制
に
関
す
る
中
間
論
点
整
理
』
に
つ
い
て
」
商
事
一
五
五
七
号
三
三
｜
三
六
頁

（二

O
O
O年
）
、
道
垣
内
正
人
「
担
保
物
権
の
準
拠
法
1
1
l証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
担
保
付
取
引
の
場
合

I
l」
渡
辺
僅
之
H
野

村
美
明
編
『
論
点
解
説
国
際
取
引
法
』
一
一
七
頁
（
法
律
文
化
社
・
二

O
O二
年
）
、
森
下
哲
朗
「
国
際
的
証
券
振
替
決
済
の
法
的
課
題

（
一
）
」
上
法
四
四
巻
一
号
三
頁
（
二

O
O
O年）

h
a
g
g白
r
g
t
s
Aミ
尽
き

e
g宮
き
a
晶
、
佐
富
義
雷
同
是
寺
g
も
同
邑
守
ha

hHh詮
高
＠
暴
言
句
早
色

5
3
0
2
5
2
2
0
H
0
2
0
4
8
E
N
S。同O
Z
F
2
5国民
g
a
苦
手
E
H闘の
8
毛
色
宮

g
q
N
S
H
h

F
P
 

（2
）
金
融
法
務
委
員
会
・
前
掲
注
（
1
）
三
一
－
丁
三
六
頁
、
道
垣
内
・
前
掲
注
（
l
）
二
七
頁
、
森
下
・
前
掲
注
（
1
）
一
一
丁
七
頁
一
切

mg中

8
旦
包
雪
白
ロ
o
g
y
具
店
1
5・

（3
）
大
武
泰
南
「
判
批
」
金
判
一
一

O
六
号
六
四
上
ハ
五
頁
（
二

O
O
一年）。

（4
）
木
棚
照
一

H
松
岡
博
H
渡
辺
憧
之
『
国
際
私
法
概
論
［
第
三
版
補
訂
版
］
』
一
五
八
頁
［
木
棚
］
（
有
斐
閣
・
二

O
O
一
年
）
、
溜
池
良

夫
『
国
際
私
法
講
義
［
第
二
版
］
』
三
八
九
｜
三
九
O
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
九
九
年
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
指
名
債
権
の
譲
渡
は
、
当
事
者
聞

の
効
力
に
つ
い
て
は
譲
渡
さ
れ
る
債
権
の
準
拠
法
に
よ
る
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
（
木
棚
H
松
岡
H
渡
辺
・
上
掲
一
三
七
頁
［
松
岡
］
、

溜
池
・
上
掲
三
八
六
頁
）
。
そ
し
て
、
法
例
一
一
一
条
は
、
こ
の
債
権
譲
渡
を
第
三
者
（
債
務
者
を
含
む
）
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
債
務
者

の
住
所
地
法
上
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

（5
）
「
有
価
証
券
」
で
あ
る
か
ど
う
か
の
法
性
決
定
に
つ
い
て
、
折
茂
豊
『
国
際
私
法
（
各
論
）
』
一
四
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
五
九
年
）
で
は
、

そ
の
証
券
が
表
章
す
る
債
権
自
体
の
準
拠
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
早
川
吉
尚
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
一
一

O
二
号
二
九
五
頁
（
ニ

O
O
一
年
）
で
は
、
法
例
一
二
条
に
よ
り
債
務
者
の
住
所
地
法
に
よ
る
立
場
と
法
人
の
設
立
準
拠
法
に
よ
る
立
場
が

説
明
さ
れ
て
い
る
。

（6
）
本
件
の
評
釈
と
し
て
は
、
早
川
・
前
掲
注
（
5
）
二
九
四
頁
が
あ
る
。

（7
）
本
件
の
評
釈
と
し
て
は
、
大
武
・
前
掲
注
（
3
）
六
二
頁
が
あ
る
。

（8
）
大
武
・
前
掲
注
（
3
）
六
五
頁
、
早
川
・
前
掲
注
（
5
）
二
九
六
頁
。
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間接保有された有価証券の権利関係の準拠法

（9
）

U
5
n包
括

N
C
S
K斗
沿
わ
え
開
号
8
gロ同
VR－
紅
白
冊
民
自
ι
0同同町凶刊の
o
E門
店
広
三
E
叩

M
g
N
D回
目

E
R
E
P－
－
告
邑
〉
同
国
ロ
岡
市
B
g
a－

。』

FH∞∞－
N叶・∞－
NCON・
MV・串
ωt印。・

（叩）

c
a
F
g
n
O
B
B開店
E
n
a
p
N
0
0
0・

（日）

U
B
a
s
s－NAMお
わ
え
関
口
同
O宮
8
3
H
E曲目冊目同
g
品
。
ご
Z
P
E
n－
－
。
『
冨
冨
a
E
S
S
F
S巾宮市ロ片岡山
S
E
Q
E
同MasgHMgι

ωmnR志
向
田
伊
豆
冊
同
国
四
口
同

ωヨZ
S
F
S
F
H
g
w
ロ・∞－

s
s・唱－
hg』印。・

（ロ）

E
U加
盟
国
は
一
九
九
九
年
一
二
月
一
一
日
ま
で
に
こ
の
指
令
を
圏
内
法
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
一
一
条
）
、
現
在
、

E
U加
盟
国

は
こ
の
指
令
を
圏
内
法
化
し
、
一
九
九
八
年

E
U指
令
に
基
本
的
に
沿
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が

E
U加
盟
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、

多
く
の

E
U加
盟
国
は
、
一
九
九
八
年

E
U指
令
九
条
二
項
の
適
用
範
囲
を
拡
張
し
、
金
融
市
場
の
参
加
者
を
よ
り
一
般
的
に
保
護
し
て
い

る
。
－
S
S
W－
hfs怠
ミ
む
h
a
pき
さ
也
、
E
Sミ
S
岡崎
E
a
p
E寄
島
仲
間
見
宙
開
n
g
u
R
H
S
S
L
N
L
ω
1
5・

（
日
）
旬
。
唱
。
邑
向
。
円
阻
む
5
a
4
m
a
p惜
別

R
o胃
S

F門
戸
訂
呂
町
田
仲
包
含
同

HVmAVEn－－
o回
目

B
R
E
E－z
g邑
〉
日
出
向
開
岡
田
市
E
H
u
e－自由件。門司

呂町
B
R
E
E
H
P
。
。
冨
（
N
S
H）
同
町
∞
出
国
包
ゐ
－

N・

（日）

hh
作
曲
門
店

（
日
）
♀
ロ
g
－
s
h－NOON－
－
お
入
品
）
・

（
時
）
。
』

E
S－N
叶－A
W

－M
O
B
－
HM・ぉ・（叶）・

（
打
）
♀

E
S－
M叶・∞－
M
g
Nゐ
・
主
w（
∞
）
・
な
お
、

E
U加
盟
国
は
、
遅
く
と
も
二

O
O三
年
一
二
月
二
七
日
ま
で
に
こ
の
指
令
を
国
内
法
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
一
条
）
。

（
珂
）
瑚
∞
。
MIEN（
曲
）
（
見
）
一
帥
∞
ム
。
向
。
B
n
E
の
0
5
5
8円
見
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
l
・
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
木
南
敦
「
証
券

決
済
制
度
に
お
け
る
物
権
法
的
構
成
と
債
権
法
的
構
成
｜
統
一
商
法
典
第
八
編
に
よ
る
扱
い
に
つ
い
て
」
林
良
平
先
生
献
呈
論
文
集
刊
行
委

員
会
編
『
現
代
に
お
け
る
物
権
法
と
債
権
法
の
交
錯
』
一
一
一
九
｜
一
三
五
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
叩
）
叩
∞
tHH。
。
昌
弘
色
。
o
g
s
g
H
H・

（
却
）
闇
∞
ム
回
。
。
s
a色
。
O
B
B
S円
ω・

（
剖
）
森
下
・
前
掲
注
（
1
）
六
一
頁
。

（
m）
叩
∞
，
HH。。
B
a白
】

【

UOBBSHω
・
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（
お
）
却
m
E巳
g
q
u
g持
。
。
ロ
4m固
ま
ロ
自
己
岡
市

E
d『
〉

3
E
S富市同
omU由
民
包
ロ
包
同
F
Z
B
河
町
田
宮
円
仲
良

ωmnE丘
四
回
国
色
品
三

S
S
H
R
R
E

S
E
s
q－
本
稿
で
引
用
す
る
ハ
l
グ
条
約
草
案
の
原
文
及
び
報
告
書
は
、
宮
件
唱
え
言
巧
巧
－

Fonv・
吉
宗
火
当
R
S
S白
18nhι
－F
S己
犠
主
［
NOONt由＼
M］

か
ら
入
手
可
能
で
あ
る
。

（
M
）

F
5
2
8
R
留
守
白
ロ

o
g
r

（お）

F
g
a
g
a
b
g
H
o
w－
d
岡
市
明
己
貸
四
回
向
曲
宮
町

A
U
8
8
E
S
O回
同
色

5
2
q出伺－
2
2
E丘町印－
E
わ
き
印
印
図
。
包
囲
（

U
R
E
J
B
E
F
H
Eの戸

何
回
回
開

E
U吋
E
E
Z
E
2
2
F
5
2印
・
∞
見
守

5
・
N∞・∞］（河・ぎ同
O
W
E－
NSN）・

（却）

M
Z
S
E言

S
E
a
g
h
u『
S
一
言
、
、
島
ま
さ
む
塁
ミ
S

S
き
E
酬
宅
金
ミ
一
ssh同
窓
守
e
S
F認
可
』
尽
き

h
E
s
e
g
k

守
門
誌
込
S

E
阻
宣
言
守
、
足
立
居
間
三

S
E
S
S
H
A三
宮
同
ヨ
ミ

P
S
S
R
E
S
司
陶
芸
誌

N
V
S
Sミ

S
H
G
A刊
号
、
S
E
q
N
S
H
阿替、徐

容
是
認

S
S
N
E
L
Q
H喜
S
F
S
む

s
s
s
p
p
m
E
g
q
u。
n
g
m
R
E
ω
。こ一巳司

NCCH
皆

青

島

2
5
0同巴
5
8
3色

。
O
B
E
3
8
0こ
g
g
q
N
S自
・
民
ロ
（

NSH）｛
FRo
－E同
向
島

a
g
S
E
E
mと
巳
可

NOO二
回
同
］

U
F
g
g
g旦
hwgHow－
S
Y白回。仲間
N印・

白骨由
NO
門官民凶・

N∞－
HH］・

（
幻
）
一
条
四
項
及
び
五
項
も
参
照
。
白

E
C
E
E
E可
NgH
骨

F
M
R
E
S
E
t
z・
で
も
、
ほ
ぽ
同
様
に
定
義
さ
れ
て
い
る
「
口
座
管

理
機
関
」
は
、
中
央
銀
行
、
各
国
の
証
券
集
中
保
管
機
構
や
国
際
証
券
集
中
保
管
機
構
だ
け
で
な
く
、
口
座
を
他
人
の
た
め
に
管
理
す
る
者

（
自
然
人
、
法
人
を
問
わ
な
い
）
を
意
味
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
部
）
』

S
ミ

SHF両
足
尽
な
若

A
E宏
司
ロ
差
是
守
章
、

A
R著
書
（
同

2
6
N
U
H白
a
s
q
N
S
H）
富
札
均
吾
E
N
S守
雪
山
モ
ミ
む
邑
S
E
e

号
、
時
ミ

S
S
H
E
E
R
S
S
h
E
S金
支
号
s
r
s
b号
、
宮
室

g
ミ．

e
S
3．HS同助長
S
S
S同
誌
な
さ

a
s可司、甲町】
5
5
3
0
2
5
2
2
0

5
0
こ
E
m
N
C
S
沙
門
径
四
皇
自
民

Oロ
O同
同
町
市
呂
田
呉
市

g
a
H
F
Z
o
p
白
ニ
（
NSH）・

（
却
）
二

O
O二
年
六
月
草
案
が
で
き
る
ま
で
の
条
約
草
案
で
は
、
ま
ず
、
明
文
で
、
二
条
一
項
に
規
定
さ
れ
た
事
項
に
適
用
さ
れ
る
法
は
、

「
関
連
口
座
管
理
機
関
所
在
地
法
」
で
あ
る
と
一
項
で
規
定
し
た
上
で
、
二
項
以
下
で
、
「
関
連
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
を
具
体
的
に
特

定
す
る
と
い
う
条
文
構
成
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二

O
O二
年
五
月
に
事
務
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
改
正
提
案
で
は
、
そ
の
一
項
が
削

除
さ
れ
、
「
関
連
口
座
管
理
機
関
所
在
地
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
ま
で
の
一
項
は
P
R
I
M
Aと
い
う
原
則

を
規
定
す
る
以
外
に
何
ら
の
機
能
も
果
た
し
て
お
ら
ず
、
特
に
、
一
項
は
P
R
I
M
Aと
い
う
原
則
を
ど
の
よ
う
に
適
用
す
べ
き
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
の
指
針
を
何
ら
与
え
ず
、
二
項
が
こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
放
に
、
二
項
の
内
容
が
新
た
な
一
項
に
規
定
さ
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れ
る
べ
き
と
さ
れ
た

o
h
g
e
g白
ミ
ミ
白
牢
位
、
も
ミ
．

h注目
n宮
h
s
a
s
p
p
m－5
5
q
u
sロ
田
町
民

Z
o
E
a
ζ
a
N
C
S
『
常
任

2
5
E
S

C間同町四
ω胃
n
E
n
O
B
E
n－。ロ
Oロ
宮
島
町
一
冊
円
己
『
『
拘
置
回
店
員
庄
内
少
民

ω（Ncos－

（
叩
）
ハ
l
グ
条
約
草
案
に
関
す
る
説
明
と
し
て
尽
巳
吉
宮
間
可
巴

2
5
5毘
Z
o
E
oこ
E
巾
N。。y
gマ
白
回
。
芯
M
∞・由同区・

（
剖
）
ド
イ
ツ
の
学
説
に
つ
い
て
、
楢
崎
み
ど
り
「
ド
イ
ツ
の
国
際
物
権
法
に
お
け
る
H

当
事
者
自
治
H

の
構
成
に
つ
い
て
（
一
）
（
二
・
完
）

ー
ー
ー
ヴ
ェ

l
パ
1
の
見
解
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」
新
報
一

O
O巻
七
・
八
号
一
八
一
一
員
、
一

O
O巻
九
・
一

O
号
工
ハ
七
頁
（
一
九
九
四
年
）

参
照
。

（
詑
）
の

S
F
e
sき
E
H撃
さ
喜

S
P
E竜
丸
白
邑
苦
心
意
を
ミ

L
E
S
S
叶
百
貨
司
o
g
A
U
C
F
E
C
g
g
E
E
F
E目
E
F
E
U

ゎ。

z
E
q
。司F
d
g
（ω胃
n
E
E苫－
m
B
2
2
0』阿国一司
Hhwω
伺
宮
町
昌
一
宮
ニ

S
∞）

NN－
N叶・

（
お
）
刃
巾
－

g
g
q
O
R
E宮
市
民

Zo
ロ
oこ＝
5
8
2・
袋
、
白
ロ

ORN∞・忠岡∞－

（M
）
豆
町

E
n
F
ω
n
Z
E
P
の
H
E
N
S
R
R宵四位
g
島町

d
F若
告
宣
言
尽
包
宮
口
問

g
E
ι
宮
市
白
色
。

E
g
P
E
E
n
F
弓
EHNOCC
田
島
∞
・

ω・AF日
1
H
・

（
部
）
な
お
、
こ
の
場
合
、
複
数
の
口
座
管
理
機
関
が
関
係
す
る
場
合
（
例
え
ば
、
投
資
家
A
か
ら
投
資
家
B
へ
証
券
が
売
却
さ
れ
、

A
の
口

座
管
理
機
関
と
B
の
口
座
管
理
機
関
が
異
な
る
場
合
）
、
い
ず
れ
の
口
座
管
理
機
関
に
よ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
司
喜
久
突
き
号
喜
ぎ

S
こ
誌
な
き
ミ

a
s
h
h諸
島
喜

E

S
〉

客

室

苦

安

ミ

S
S
A弓
同
包
虫
§
去
三
世
情

弓
s
s
q込
ミ
号
、
ミ
凡
さ
さ
ミ
守
色
む
き
さ
町
一
札
口
ご
と
ど

E
S与
も
町
一
§
害
許
可

E
S
S
M同
意
な
さ
同
億
円
明
言
内

H
A
3
5込
号
同
時
宣
言
食
器
白
誌

な
た

shasqu七吋伺－
g
gミ
ロ

onz呂
町
民

ZO
尽

O町宮
a
N
g
N
向。門書

g
t
s
。ご

Z
8
3
色。
O
B
E呂
oロ
O口
百
骨
四
円
己
可
｝

5
5曲。
B
E
g－

参
照
。

（
部
）
溜
池
・
前
掲
注
（
4
）
一
一
二
五
頁
。

（
幻
）
溜
池
・
前
掲
注
（
4
）
三
二

O

三
二
一
、
三
二
四

i
三
二
五
頁
。

（
犯
）
こ
れ
に
対
し
て
、
道
垣
内
・
前
掲
注
（
1
）
一
一
九
頁
で
は
、
「
行
為
規
範
と
し
て
の
国
際
私
法
秩
序
、
言
い
換
え
れ
ば
、
裁
判
を
前
提

と
し
な
い
国
際
私
法
秩
序
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
、
条
文
そ
の
ま
ま
の
適
用
が
妥
当
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
条
理
に
よ
る
処
理
を
安
易
に

持
ち
込
む
こ
と
は
、
法
秩
序
を
不
安
定
に
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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（
付
記
）
本
稿
校
正
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
早
川
吉
尚
立
教
大
学
助
教
授
か
ら
早
川
吉
尚
「
口
座
管
理
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
証
券

に
つ
い
て
の
権
利
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
草
案
」
商
事
法
務
一
六
四
二
号
（
二

O
O二
年
）
の
校
正
原
稿
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

御
厚
意
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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